
～藤野町の地域福祉活動について調べました～ 
　僕は、ふじの中学校2年のゆうたです。中学校の夏休みの自由研究として、僕の住む“藤野町の
福祉”のこと、特に僕が住む名倉地区について興味をもち調べてみました。 

　名倉地区は、藤
野町の中央より西
側、隣は山梨県の
上野原市という地
域です。名倉地区
は昔から住む人と、
町外から転入して
くる人も増えてい
ますが、昔から受
け継がれてきた決
まりを時代に合わ
せ変えていきながら、みんなの思いを受け入れて地域
の活動をしているそうです。 
　地区の一大イベントは8月末に2日間行われる石楯尾
神社のお祭りです。この日ばかりは実家を離れている
人も里帰りし、青年会を中心に地域に住む子どもから
お年よりまで、すべての人が準備から運営、片付けま
で担当し、まさに手作りのお祭りです。昼間の子ども
みこし、夜は万灯みこしが繰り出し、腕相撲大会、大
抽選会も開催されています。 
　また、地区の防災訓練では“自分たちの地域は、子
どもからお年寄りまで自分たちで守る”ということを
目標に、地域の消防団や老人クラブ、婦人会などの団
体や地域の人と一体となって消火、救護、誘導、炊出し
の訓練を行っています。 
　また婦人会では、地域の方との交流をはかるため、
お年寄りを中心とした日帰り旅行なども実施している
そうです。 

　このように、名倉地域では自治会の役員や組長をは
じめ、民生委員さんや地域内で活動する青年会や子ど
も会、交通安全協会など地域に住む人、新しく地域に
引越ししてきた人も一緒になって、名倉地域を大切に
思い、様々な活動を展開しています。 
　調べている途中、この町に住むお年寄りから日頃困
っていることについて、こんなことを聞きました。 
　『藤野町では、山間部が多く、生活する上で、病院
へ通院したり買い物などに行きたいんだが、バスが1
日数本しか走っていないため、どこにも行けねえよ。 
　また、子どもたちが仕事をするために家を出てしま
い、もし、病気になって倒れたりしたらどうなるか不
安でよう。そして何より家に誰もいなくてさびしいん
じゃ。どうすんべー・・・。』 
　僕は、自分が住む地域のことに
ついて、よく理解できました。僕
は、地域の福祉ということについ
て、学校の友達とも相談し、自分
たちでどんなお手伝いができるの
か考えていきたいと思います。 
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「市社会福祉協議会」は、
みなさんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりをすすめる
社会福祉法に位置づけられた
民間の福祉団体です。
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本紙は、偶数月20日発行です。

食事作りが困難な方へ 

　日々、買い物に行けない、食事作りに困ることなどありませんか？
そんな方にボランティアなどが心を込めた昼食をお届けします。 

対　象：65歳以上の方で、原則調理が困難な一人暮らし、 
　　　　または高齢者夫婦世帯の方、障害のある方 
利用日：毎週火曜・金曜日の昼食 
利用料：1食　400円 
問合せ：市社協藤野町地域事務所　�042-687-3361

給食サービス実施中 給食サービス実施中 デイサービス に参加してみませんか 
　みんなで歌を歌ったり、手づくりの作品を
作ったり、楽しいひと時を過ごしませんか。 

対　象：65歳以上の方で、介護保険の認定を 
　　　　受けていない方 
日　時：毎週水曜日　午前10時から午後3時 
会　場：藤野中央公民館　多目的ホール 
利用料：１回700円（昼食含む） 
問合せ：市社協藤野町地域事務所　�042-687-3361

一大イベント　子ども神輿

地域の清掃活動に参加します
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ふじのボランティア情報掲載記事をお寄せください 

　ボランティア募集や各団体などで開催するイベントの案内などが
ありましたら、お気軽にご連絡ください。 
■問合せ：ふじのボランティアセンター 
　　　　　電話 042ー687ー3361　　FAX 042ー687ー4049 
　　　　　Eメール fujino@sagamiharashishakyo.or.jp　「社協さがみはら　みんないいひと　ふじのだより」は、

録音版・点字版の発行も行っております。
詳しくは、市社協藤野町地域事務所までお問合せください。

　今年も、毎年実施している薫風学園恒例『薫風祭』を開催します。 
バザーや模擬店、演奏などでお楽しみください。 
同時に、バザー用品も募集しています。ぜひご協力 
ください。 

開催日時　9月22日（土）午前10時～午後2時 
問 合 せ　薫 風 学 園　�042-687-5861（たてべ/あいさわ） 

今年の夏も暑
い！ 

今年の夏も暑
い！ 

今年の夏も暑
い！ 
～薫風学園の夏祭り開催～ 

介護に悩んでいませんか 
介護者の会相談会のお知らせ 

介護に悩んでいませんか 
介護者の会相談会のお知らせ 

　介護者の会（小池和代会長）では、認知症や寝たきりの高齢者を介護
している方の介護上の悩みや不安について語り合う、介護者相談会を開
催します。 
　日々の悩みやストレスを感じている方、この機会に発散しましょう。 
ぜひ一度ご参加ください。 

開催日時　9月1日（土）午後1時30分～午後3時30分 
会　　場　藤野中央公民館1階　ボランティアルーム 
問 合 せ　小池和代宅　�042-687-3608
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ちょっと ちょっと 
～共同作業所たんぽぽから 
　　　　　素敵な香りをお届けします～ 
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JR藤野駅 

中央自動車道 

藤野町役場 至高● 至上野原 

弁天橋 
日蓮大橋 

秋川橋 

日蓮郵便局 
追分バス停 

相模湖 
日蓮小学校 

●● 

国道20号 

たんぽぽⅡ 

たんぽぽⅠ 

JR藤野駅より徒歩15分　または　やまなみ温泉行きバスにて「追分」下車 
相模湖・藤野インターより車で5分 

住民参加型有料家事援助サービス 

ふれあいサービス事業　説明会開催 ふれあいサービス事業　説明会開催 ふれあいサービス事業　説明会開催 
　「ふれあいサービス」では、日常生活でお困りの高齢の方やご病気の方
などに、住民の皆様にご参加いただき、会員方式で有料家事援助・介助
サービス（買物、調理、洗濯、掃除、通院の付き添いなど）を行っています。 
　今回、会員を募集するための説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。 

日　　時　9月26日（水）　午前10時～正午 
会　　場　城山保健福祉センター 3階 第1会議室 
　　　　　（城山町久保沢2-26-1） 
申込み方法　9月19日（水）までにお電話でお申込みください 
申込み・問合せ　市社協城山町地域事務所　�042-783-1212

《事業説明会》 

１枚の広告チラシが見事な工芸品に・・・！
小渕に住む中村満子さん（72歳）

が作る『折り紙手芸』がちょっと
した話題になっています。
　実は中村さん、63歳の時に突発
性抹消神経炎という病気により、
字も書けないほど症状が悪化、一
時は歩行器を使用したこともあっ
たそうです。
　そして、病気に打ち勝つために、
座ってできる手先のリハビリをか
ねた折り紙手芸に取り組んだのが
5年前のこと。
　それは、それは地道な作業の積
重ね…。新聞に入る広告チラシを
手触りよって紙の質や色別に分け
て、1片横約7.5センチ縦3.7セン
チの大きさにていねいに切ること、

そして心を込めて3画辺に折り込み、それを鶴や猫、フクロウや孔雀を
はじめ、壺や人形をイメージしながらパーツを重ね合わせ、糊付けして
いく作業1つ1つがリハビリだと語ります。
　そんな中村さんが作る作品は、天にはばたく鶴や幸運を招く猫など
多種にわたり、何と、作品によっては400以上のパーツに及ぶ大作も
あるそうです。
　中村さんは、こうして作った作
品が自分の家族をはじめ、地域の
方々に喜んで飾っていただけるの
は、自分自身の励みにもなり、夢
中になって作れること、それが生き
がいだとおっしゃっていました。
　これからも、ぜひ夢のある作品
をつくり続けてくださいね。

これを重ねて
作品になります

～まねき猫や鶴などの作品～


